
人間にとって森林

とは何か(20261010)
フィンランド→7割

が森林、日本→７割

が森林

森→守（り）る、こ

んもりしたもの→鎮

守の森→神の御座す

ところ

針葉樹の原生林も

ある→小谷には杉の

原生林あり

ヒノキ、ヒバ、松

など針葉樹林→経済

→植林する。放って

おくと極相林にな

る

極相林→ナラ、クヌ

ギ、ブナなど自然

に長い時間をかけ

てできる原生林→照

葉樹林欧米ではforest→人

間社会の外？

神に対する考え方

の違いがある

森に入ると恐ろし

い、視線を感じる、

動物が見ている、

蛇も鳥も虫もいる
ヨーロッパの神々

も森に居る→ムーミ

ン、ワグナーの歌

劇など→砂漠の神と

は相違

人間と森の関係→森

のことではない→人

間のこと

人間の文化、精神、

いのりについての

こと

森に癒しを求める→

情報化された社会

から逃れる

都市のために森を

樹を水を利用し、

使い尽くす

生物の存在にとっ

て必要な酸素を創

り出す

炭酸同化作用によ

り有用な木材を供

給する

多種多様な自然が

あり、落ち着く、

安心感。もちろん

危険もある中で

林→植林した、人間

に有用な木々→工場

へ

森は雑多な木々→多

種→生産性には適さ

ない

アファンの森→木を

伐って森を育てる→

光が入る→力強い生

き生きとした森に

なる

森には神様がいる 森は海の恋人→海か

ら養分のある水が

供給される

海藻が育ちプラン

クトンが育ち魚介

類が育つ

森が荒れると海が

荒れる

人間と森は敵対関

係でない→森は人間

を育み共存するも

の
木は屋敷森（守）

として大切にされ

てきた

土壌、地形により

樹木の種も違う

自然の力で変わる

日本では46％が人

工林

カラマツも集成材

として最近は利用

日本は私有林が多

い→手入れができな

い

ドイツのシュバル

ツバルト（黒い

森）は国有林
バイオマス発電と

して政策的に運用

藩有林、幕府御用

林（召し上げ）→入

会権→明治維新

個人所有が森荒廃

の原因



欲があると怖い→怖

いし優しい

山は駆逐して再生→

商品価値の高い杉

林

人間の心→木は金に

なる→欲望
現代日本の資本主

義→木は儲からない

（金にならない）

森にはカブトムシ、

スズメバチ、マム

シがいるし、木と

木も対話して折り

合いをつけている

人間の喜怒哀楽に

も損得の欲が引き

起こしている

森林にとって→人間

は寄生虫

人間に慣らされた

（人間化された）

森林・自然

人間は自然の外の

存在

心が言葉を生み、

言葉が心に作用す

る

人間は創造性の動

物→科学と情報の中

の

怖い→現在では質が

違う

人間は森（自然）

の一部

森林のタイムスパ

ンは長い→百年から

数百年

森は金にならない→

木を伐ってソー

ラーパネル設置

人間の欲（金）の

ために森（自然）

を駆逐

森林の時間と人間

の時間

昔は待つことがで

きた

今は人が育つのを

待てず、成果をす

ぐに求められる

欲の行き過ぎ→視野

が狭く、近視眼的

民主主義→それぞれ

の理想、権益を守

りたい

理想、権益はそれ

ぞれ違う→決まらな

い

みんな合意するこ

とは困難

ねばり強く合意形

成を行っていく

いいと思った人が

やる、行動する→ア

ファンの森のよう

に

日本は縄文、弥生

の長い時間をかけ

て森の文化を形成

神は山に棲み、春

になるとさくらに

降り、冬には山に

帰る

山の神様、田の神

様として安寧と豊

作を祈る

人間も自然の一部

として、いのちの

循環に感謝

女房のことを山の

神とよび怖れもし

ている


